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[1] Plancherel の定理を用いて次の積分の値を求めよ．∫ ∞

−∞

1
(1 + x2)2

dx.

[2] R 上の関数
x

1 + x2
の L2-関数としての Fourier 変換を求めよ．

[3] R 上の関数
1

(1 + x2)2
の Fourier 変換を求めよ．

[4] 次のすべての条件を満たす R 上の関数 f(x) の例を一つあげよ．考えている
測度は Lebesgue 測度である．条件を満たしていることをきちんと示すこと．

(1) f(x) は連続である．
(2) f(x) は可積分である．
(3) f(x) の Fourier 変換は可積分ではない．

[5] f ∈ L2(R) と t ∈ R に対し，ft(x) = f(x− t) とおく．f̂t(ξ) = e−itξ f̂(ξ) であ
ることを示せ．ここで考えているのは L2-関数としての Fourier 変換である．


